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特定非営利活動法人クローバーヘルス・インターナショナル 

 
１ 事業の成果 
 コートジボアールの活動事業に集中し、コートジボワール国内での eSkinHealth アプリ使用の拡大と、

それに伴う皮膚病診療の充実化、さらにはプロジェクトのサステナビリティ（継続性）保持のため、既

存の保健システムへの統合化に向けた活動を継続した。令和 6 年度に対象となった患者は 930 名、

1094 回の診療を行った。 
コートジボワールでの皮膚 NTDs あるいはその他の皮膚疾患の患者の早期診断に貢献し、また、一部の

ものについては治療、リハビリ、そして社会復帰支援までを実施した。後者については、現地 NGO の

Hope Commission International との協力のもと実施した。ホームページ、ソーシャル・メディア、展

示会を活用し、クローバーヘルスの活動の発信を進めた。また、他 NGO と協力し、世界 NTD デーの

ウィビナーの開催、また The 9th Tokyo International Conference on African Development (TICAD 9)
でのブース支援等を実施した。 
2025 年 5 月、世界保健機関（WHO）の年次総会（第 78 回世界保健総会）において、「皮膚疾患を公

衆衛生上の優先課題とする決議（WHA 78.15）」が採択された。これは、世界で初めて皮膚疾患全体を

包括的に扱う国際的な政策決定であり、すべての人が「皮膚の健康」を通じてより良い生活を送る権利

をもつことを明確に示した歴史的な一歩となった。この決議は、クローバーヘルス・インターナショナ

ルが設立当初から目指してきた「すべての人に皮膚の健康を（Skin Health for All）」という理念と深

く重なるものである。クローバーヘルスがこれまで現場で積み重ねてきた活動は、こうした国際的な流

れの基盤を築く一助となったと考えられる。今回の決議採択を契機として、クローバーヘルスの取り組

みがさらに拡大し、新たな地域や領域においても「皮膚を通じた健康格差の是正」に貢献できることが

期待される。 
 
２ 事業の実施に関する事項 
（１）特定非営利活動に係る事業              （事業費の総費用【 2,799 】千円） 
定款に記載 
された 
事業名 

事業内容 日時 場所 従事者 
人数 

受益 
対象者 
範囲 

受益 
対象者 
人数 

事業費 
（千円） 

研究開発事業 

発展途上国における巡回
医療を遠隔で行うシステ
ムの権限部分を開発担
当、現地担当と話し合い
ながら検討を進めた。 
開発費用が掛かる為、助
成金や他の研究プロジェ
クトとの共同を検討し
た。 

3 か月に

一度 

事務局内

（オンラ

イン） 
3～8 名 

顧みられ

ない熱帯

病患者全

般 

0 名 0 

研究開発事業 

発展途上国における地域
巡回システムを使用し
て、対象症例の経過診療
を行い、適切な治療法な
ど医療行為を向上させる
研究や治療・衛生に関連
する機器の研究開発を行
う為にビッグデータを継
続して収集。 
本事業期に 930 名の診
療、1094 の症例データを
収集した。 

継続的に

実施 
途上国 3～8 名 

診療対象

者 
930 名 0 



啓発活動事業 

発展途上国における疾
病・公衆衛生に関する実
態や予防知識などについ
ての国内外で行う啓発活
動の事業を行う為のイン
フラを作成。 
Facebook,twitter, 
Instagram,ホームページ, 
PRTIMES、皮膚科学会
を利用し活動の広報を行
った。 

2 週間に

一度 

事務局内 
（オンラ

イン） 
3 名 日本国民 

5000 名
程度 954 

その他の事業 

チュレーン大学、長崎大
学 と 共 同 し 、
eSkinHealth システムの
利用と利便性の向上を行
う受託事業を行った。 
システム保守及び、改良
については、外部協力者
に委託を行った 

年間を通

じて 

事 務 局

（オンラ

イン）及

び、委託

先 

4 名 

顧みられ

ない熱帯

病患者全

般 

4000 名
程度 1,845 

 



書式第１３号（法第２８条関係）

   令和６年度　活動計算書（その他事業がない場合）
                              特定非営利活動法人

クローバーヘルス・
インターナショナル

（単位：円）
科 目 金　　額 小計・合計

【Ａ】　経　常　収　益
１　受取会費 10,000

正会員受取会費 10,000
賛助会員受取会費 0

２　受取寄附金 0
受取寄附金 0
施設等受入評価益 0

３　受取助成金等 0
受取補助金 0

４　事業収益 3,476,830
研究開発　事業収益 3,476,830
          事業収益 0

５　その他の収益 6,070
受取利息 1,370
雑収益 4,700

経　常　収　益　計 3,492,900
【Ｂ】　経　常　費　用

１　事業費
（１）人件費 0

役員報酬
給料手当
退職給付費用
福利厚生費

（２）その他経費 2,799,617
通信運搬費 255,311
消耗品費 89,169
広告宣伝費 954,142
支払手数料 1,500,995

事業費計 2,799,617
２　管理費

（１）人件費 0
役員報酬
給料手当
退職給付費用
福利厚生費

（２）その他経費 28,711
支払い報酬 0
通信運搬費 9,558
消耗品費 0
諸会費 0
租税公課 0
支払手数料 19,153
支払い寄付金 0

管理費計 28,711
経　常　費　用　計 2,828,328
当　期　経　常　増　減　額　【Ａ】－【Ｂ】　・・・① 664,572
【Ｃ】　経　常　外　収　益

固定資産売却益
過年度損益修正益

経　常　外　収　益　計 0
【Ｄ】　経　常　外　費　用

固定資産売却損
災害損失
過年度損益修正損

経　常　外　費　用　計 0
当　期　経　常　外　増　減　額　【Ｃ】－【Ｄ】　・・・② 0
税　引　前　当　期　正　味　財　産　増　減　額　①＋②　・・・③ 664,572

法人税、住民税及び事業税　・・・④ 423,100
前期繰越正味財産額　・・・⑤ 321,344

次　期　繰　越　正　味　財　産　額　③－④＋⑤ 562,816

事 業 報 告 用



書式第１５号（法第２８条関係）

令和６年度　貸借対照表
特定非営利活動法人　

クローバーヘルス・
インターナショナル

（単位：円）
科 目 金　　額 小計・合計

【Ａ】　資　産　の　部
１　流動資産

1,150,916
現金預金 1,150,916
未収金 0
棚卸資産 0

流動資産合計　・・・① 1,150,916
２　固定資産
（１）有形固定資産 0
車両運搬具 0
什器備品 0

（２）無形固定資産 0
ソフトウェア 0
借地権 0

（３）投資その他の資産 0
敷金 0
長期貸付金 0

固定資産合計　・・・② 0

【Ａ】資　産　合　計　①＋② 1,150,916

【Ｂ－１】　負　債　の　部
１　事業費流動負債

588,100
未払金 165,000
未払法人税等 423,100

流動負債合計　・・・③ 588,100
２　固定負債

0
長期借入金 0
退職給付引当金 0

固定負債合計　・・・④ 0
負　債　合　計　③＋④ 588,100
【Ｂ－２】　正　味　財　産　の　部

前期繰越正味財産額 321,344
当期正味財産増減額 241,472

正　味　財　産　合　計 562,816

【Ｂ】　負　債　及　び　正　味　財　産　合　計　【Ｂ－１】＋【Ｂ－２】 1,150,916

事 業 報 告 用



書式第１６号（法第２８条関係）

特定非営利活動法人 クローバーヘルス
・インターナショナル

１． 重要な会計方針
　　 　計算書類の作成は、NPO標準会計(2010年7月20日 2017年12月12日最終改正NPO法人会計基準協議会)によっています。

　 棚卸資産の評価基準及び評価方法
　対象無し

　 固定資産の減価償却の方法
　対象無し

　 引当金の計上基準
・ 退職給付引当金

対象無し

・ 　　　　引当金
対象無し

　 施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
　対象無し

消費税等の会計処理
　消費税の会計処理は、税込み方式によっています

２． 事業別損益の状況
（単位：円）

研究開発事業 啓発活動事業 その他の事業 管理部門
その他の事業

（収益）
合計

Ⅰ　経常収益
受取会費 0 0 0 10000 0 10000
受取寄附金 0 0 0 0 0 0
受取助成金等 0 0 0 0 0 0
事業収益 0 0 0 0 3476830 3476830
その他収益 0 0 0 6070 0 6070

経常収益計 0 0 0 16070 3476830 3492900
Ⅱ　経常費用

人件費 0 0 0 0 0 0
給料手当 0 0 0 0 0 0
役員報酬 0 0 0 0 0 0
退職給付費用 0 0 0 0 0 0
福利厚生費 0 0 0 0 0 0
･･････････
人件費計 0 0 0 0 0 0
その他経費 0
支払い報酬 0 0 0 0 0 0
通信運搬費 255311 0 0 9558 0 264869
消耗品費 89169 0 0 0 0 89169
租税公課 0 0 0 0 0 0
諸会費 0 0 0 0 0 0
支払手数料 1500995 0 0 19153 0 1520148
支払い寄付金 0 0 0 0 0 0
広告宣伝費 0 954142 0 0 0 954142
･･････････
その他経費計 1845475 954142 0 28711 0 2828328

経常費用計 1845475 954142 0 28711 0 2828328

当期経常増減額 664572

３． 施設の提供等の物的サービスの受入の内訳
（単位：円）

内容 金額 算定方法
無し

　　令和６年度　　計算書類の注記

（１）

（２）

（４）

 ３．

 ４．

 ５．

（２）

（１）

科目

（５）

（３）

 １．

 ２．

事 業 報 告 用



４． 使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳（正味財産の増減及び残高の状況）は以下の通りです。
当法人の正味財産は　　　円ですが、そのうち　　　円は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は　　　円です。

（単位：円）
期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

無し

合計

５． 固定資産の増減内訳
（単位：円）

期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額

有形固定資産 0 0 0 0 0 0
･･････････

無形固定資産 0 0 0 0 0 0
･･････････

投資その他の資産 0 0 0 0 0 0
･･････････

合計 0 0 0 0 0 0

６． 借入金の増減内訳
（単位：円）

期首残高 当期借入 当期返済 期末残高
0 0 0 0
0 0 0 0

７． 役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

（単位：円）
計算書類に
計上された

金額

内、役員と
の取引

内、近親者
及び支配法
人との取引

（活動計算書）

活動計算書計

（貸借対照表）

貸借対照表計

８．

　・　事業費と管理費の按分方法

　・　その他の事業に係る資産の状況

無し

特に無し

備考内容

科目

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするため
に必要な事項

科目

科目

合計



書式第１７号（法第２８条関係）

  令和６年度　財産目録

特定非営利活動法人

クローバーヘ
ルス・
インターナ
ショナル

         （単位：円）
科 目 金　　額 小　　計 合　　計

【Ａ】　資　産　の　部
１　流動資産

1,150,916
現金預金 1,150,916

手元現金 25,229
住信SBIネット銀行普通預金 1,125,687

未収金

棚卸資産

流動資産合計　・・・① 1,150,916
２　固定資産

（１）有形固定資産 0
車両運搬具

什器備品

（２）無形固定資産 0
ソフトウェア

借地権

（３）投資その他の資産 0
敷金

長期貸付金

固定資産合計　・・・② 0

【Ａ】資　産　合　計　①＋② 1,150,916

【Ｂ－１】　負　債　の　部
１　事業費流動負債

588,100
未払金

広告宣伝費 55,000
ソフト保守委託費 110,000

未払法人税等 423,100

流動負債合計　・・・③ 588,100
２　固定負債

0
長期借入金

退職給付引当金

固定負債合計　・・・④ 0

【Ｂ－１】負　債　合　計　③＋④ 588,100

【Ｂ－２】正　味　財　産　合　計　【Ａ】－【Ｂ－１】 562,816

事 業 報 告 用




